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【手続補正書】
【提出日】平成26年7月28日(2014.7.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ペダル戻しばね（２）の戻し力（Ｆｒｅｓ）に対抗してペダル板（１）のスタート位置
に対して、対応する作動力で生じさせるペダル板（１）の位置変化が、自動車の駆動モー
タの駆動力を増大させ、前記ペダル戻しばね（２）の作動力が減少したときに、前記ペダ
ル戻しばね（２）の前記戻し力が前記ペダル板（１）をそのスタート位置の方向に後退さ
せ、外部から作動可能な電気機械アクチュエータ（４）が、前記ペダル板（１）に作用す
る追加の戻し力（Ｆａｄｄ）を設定可能に配置される、自動車用アクセルペダルユニット
を作動する方法であって、
　全ペダルストローク（Ｓ）にわたって、電気機械アクチュエータ（４）に対する設定値
電流要求（Ｉｓｅｔｐ）と前記追加の戻し力（Ｆａｄｄ）との間に直線的関係が実現する
ように、前記特性要因図（１４）を使用して、較正工程を実行し、
　前記ペダル板（１）の踏み領域に配置されている力測定ピックアップ（１３）を用いて
、前記電気機械アクチュエータ（４）で形成される前記追加の戻し力（Ｆａｄｄ）を測定
することによって、前記特性要因図（１４）を決定することを特徴とする方法。
【請求項２】
　ａ．前記電気機械アクチュエータ（４）のそれぞれの角度位置（α）で、所定の設定値
電流要求（Ｉｓｅｔｐ）のために、前記追加の戻し力（Ｆａｄｄ－ｓｅｔｐ）の一定値を
生成し、
　ｂ．前記電気機械アクチュエータ（４）の前記角度位置（α）及び前記設定値電流要求
（Ｉｓｅｔｐ）を、制御ユニット（１０）から前記特性要因図（１４）に供給し、
　ｃ．前記特性要因図からの出力値（Ｋｏｕｔ）を、次に、較正された設定値電流要求（
Ｉｃｏｒｒ）を得るために、前記設定値電流要求（Ｉｓｅｔｐ）で乗算することを特徴と
する請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記角度位置（α）の値を前記特性要因図に供給する前に、前記電気機械アクチュエー
タ（４）の前記角度位置（α）を限定することを特徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項４】
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　前記較正された設定値電流要求（Ｉｃｏｒｒ）を、他の特性曲線に供給することを特徴
とする請求項２または３に記載の方法。
【請求項５】
　前記較正された設定値電流要求（Ｉｃｏｒｒ）に較正係数を追加することを特徴とする
請求項４に記載の方法。
　


	header
	written-amendment

